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長野県東信地方に位置する上田市は、東は烏帽子岳、南に独鈷山、西に夫神岳、北は太

郎山に囲まれた、典型的な盆地を形成 しています。また、その盆地の中央を千由川が北西

に向かつて流れ、自然の美 しさを私たちに楽 しませてくれます。

上田は、古 くか ら東信地方の中心 として、その役割 を果 してきたと考えられています。

古代には、信濃国分寺が置かれ、信濃国府 も置かれていた と推定 されています。中世では、
塩 田平を中心 とする学術 。芸術が花開き、国宝安楽寺人角二重塔や重要文化財前山寺二重

塔 。中禅寺薬師堂など日本を代表す る建造物 も建て られました。その背景には、鎌倉幕府

と深い関わ りのある塩 田北条氏の存在があ り、信濃の政治の中心地でもあつた と考えられ

ています。近世においては、真 田氏が現在の上田の中心に上田城 を築き、その城下町 とし

て発展 しました。近代に入ると「蚕都」と呼ばれ、上田縞や上国紬の産地 として栄えま した。

現在上田市は、上信越 自動車道・北陸新幹線の開通で高速交通網の整備が進み、平成■

年には千由川に (仮称)上 田新橋、 (仮称)上 田大橋の完成が予定 されています。

また、平成11年 は、上田市制施行80周 年 を迎える記念すべき年であ り、平成10年 11月 上

田市中央部に 「池波正太郎真 田太平記館」が開館するなど、政治・経済 。文化の新たな展

開、試みが盛んに行われ、上田市のさらなる発展が期待 されています。

このたび、上田市大宇小泉において、共同住宅建設に伴 う高田遺跡緊急発掘調査が行わ

れま した。高田遺跡は、平成 2年にほ場整備 に伴 う発掘調査が、平成 5年 には共同住宅建

設に伴 う発据調査が行われています。 この 2回 にわたる発掘調査では、奈良時代から平安

時代にかけての竪穴式住居址などが確認 され、土師器 。須恵器の良好な土器類や布 目痕の

ある平瓦も出上 しています。今回の発掘調査でも、前 2回 の発掘調査 と同時期の竪穴式住

居址・掘立柱建物址などが確認 され、高田遺跡が規模の大きな集落跡であることが明らか

にな りました。

埋蔵文化財 とは、先人達の生活や習慣、文化までも知ることのできる貴重な情報源であ

り、私たちや子供たちの生涯学習で活用 される大切な資料 とな ります。

また、埋蔵文化財 を「記録保存」とい う方法で しか残せない場合、その貴重な資料を、皆

様に広 くお伝 えし活用 していただ くとともに、後世にも伝 えていかなければならない財産

と考えてお ります。

最後にな りましたが、発掘作業に従事 していただいた皆様 と、第 2次及び第 3次 高田遺

跡発掘調査に際 し、御理解、御協力をいただいた小泉寛見様 に心より感謝申し上げ序 とい

た します。

上田市教育委員会教育長 去 妻 恙 夫

平成 11年 3月
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例 一一一ロ

1 本書は、長野県上田市大字小泉字古仁反 田における、共同住宅建設に伴 う第 3次高田

遺跡緊急発掘調査報告書である。
2 調査は、長野県上田市大宇小泉 1459番 地2小 泉寛見氏か ら委託を受け、上田市が直営

で行い、調査に要 した費用は全て小泉寛見氏が負担 した。なお、事務局は上田市教育委

員会事務局文化課が担当した。
3 現地調査は、1998年 11月 4日 か ら1998年 11月 16日 まで実施 し、引き続 き1999年 3月 25日

まで整理・報告書作成作業 を行つた。
4 遺構の実測は、清水彰。大井敬子・井沢光子・山本万里が行つた。
5 遺物の洗浄。注記・接合。実測・トレース・版組は、西澤和浩 。清水が行つた。
6 遺構写真の撮影 は清水が行い、遺物写真の撮影は西澤が行つた。
7 現地調査の基準点測量 とメッシュ杭打は、小笠原正が行つた。
8 本調査に係 る資料は、上田市信濃国分寺資料館 に保管 してある。
9 本書の編集・千1行 は、上田市教育委員会事務局文化課が行つた。
10 本調査の体制は次のとお りである。

教  育  長 我妻 忠夫

教 育 次 長 官下 明彦

文 化 課 長 り|1上  元
文 化 財 係 長 岡田 洋一 (平成10年 4月 30日 退任 )

〃   細川  修 (平成10年 5月 1日 着任 )

文化財係職員 中澤徳士、尾見智志、塩崎幸夫、久保 田敦子、久保 田 浩、

西澤和浩、山寄敦子 (平成10年 4月 1日 着任)(担 当)、

清水 彰 (担 当)、 小笠原 正、望月貴弘、古野明子、松野ひろみ、

須齋千恵子 (平成10年 4月 1日 着任 )

11 調査に参加・協力 していただいた方々 (順不同・敬称略 )

(現地調査)池 田市郎、井沢光子、大井敬子、甲田五夫、成沢 伯、西澤 勝、山本万里

凡  例
遺  構

1 遺構は、()内 に示す略記号で表し、続く番号は任意である。
竪穴住居址 (SB― )、 掘立柱建物址 (ST― )、 溝址 (SD― )、 土噴 (SK― )、 ピット(P― )

2 遺構の図版は、原則 として国家座標による真北を頁の上 としたが、紙面の都合により

例外 もある。その際には、その方位 を示 した。
3 遺構実測図は、竪穴住居址・掘立柱建物址・土壌は原図 1:20。 縮尺 1:3、 溝址は 1:20。 縮

尺1:6を 原則 とした。なお、必要に応 じて 1110・ 縮尺 1:3と した。
4 竪穴住居址の主軸方向は、国家座標の真北 と住居址の中軸線 とのなす角度で示 した。
5 掘立柱建物址の主軸方向は、国家座標の真北 と建物址の中軸線 とのなす角度で示 した。
6 土墳・ピッ トの規模は、 (長 軸 ×短軸 ×検出面か らの深 さ)で示 した。
7 標高の単位は、全て「m」 である。
8 遺構図中の網点は、焼土を示す。
9 遺構写真の縮小は、任意である。

遺  物
1 遺物実測図は、原図1:1・ 縮小1:3を 原則 とした。
2 土器の実測方法は、右 1/2に 断面。内面、左 1/21こ外面を記録する4分割法を原則 とし、

必要に応 じてその率を変えた。
3 遺物実測図中の網点は、黒色処理を示す。
4 出土遺物一覧表の法量は、上から口径・残高・底径あるいは裾径を示す。同表中の器質
は、胎上を「胎」、焼成を「焼」、色調を「色」とした。なお、色調は遺物の内面。外面を、
基本的な色調を『新版標準土色帳』 (農林水産省農林水産技術会議事務局監修。財団法人

日本色彩研究所色票監修 1997年版)を 用いて判別 した。
5 遺物写真の縮小は、任意である。
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番号 遺 跡 名 時  代 備   考 番号 遺 跡 名 時  代 備  考

東村遺跡 古墳～平安 岳之本遺跡 平 安

青木遺跡 弥生～平安 365 原遺跡 縄文・平安

326 琵琶塚遺跡 弥生～平安 S6Ⅲ 62年度調査 久保遺跡 平 安

327 露琶塚古墳 古 墳 高田遺跡 古墳・奈良～平宏 H2・ 5年度調査

日向小泉2号古墳 古 墳 384 長谷田遺跡 弥 生

日向小泉3号古墳 古 墳 385 扇田遺跡 古 墳

吹鉾遺跡 縄文～平安 386 東村経塚 近 世

335 駿治山古墳 古 墳 原田遺跡 平 安

336 段治山遺跡 弥 生 日明塚遺跡 古 墳

大道下遺跡 縄文～平安 13年度調査 富士塚古墳 古 墳

和合遺跡 縄文～平安 413 山崎城跡 近 世 S54年度調査

将軍塚古墳 古 墳 436 山崎遺跡 平 安 S54年度調査

岳之里遺跡 平 安 441 小泉条里水田跡遺跡 弥生～平安

岳之鼻遺跡 縄文～平安 ■3。 4年度調査
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<高 田 遺 跡 位 置 図 >

<周 辺遺跡 一覧 図 >
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第 一 章 序  説

第 1節 調 査 の経過

平成10年 7月 16日 付開発事業届により、長野県上田市大宇小泉1459番地2在住の小泉寛見
氏から上田市へ、上田市大宇小泉字古仁反田766番地21こ おいて共同住宅建設を行 うとの届
出があつた。平成 10年 7月 28日 現地調査を行つた結果、高田遺跡の範囲内に該当している
ことを確認 した。そこで、小泉氏 と埋蔵文化財保護協議を行い、平成 10年 8月 28日 試掘調
査を実施 した。その結果、開発面積2,817.62だ のうち約750ど において埋蔵文化財が確認
された。平成 10年 10月 15日 、上田市と小泉氏の間で発掘調査の委託契約が締結 され、埋蔵
文化財の記録保存を図ることになった。

上田市教育委員会事務局文化課では、平成 10年 ■月4日 からH月 16日 まで現地調査を行
つた。その後、整理作業を行い、平成■年3月 25日 に本報告書を刊行 し全ての調査を終了
した。

第 2節 調 査 の方 法

本遺跡は、周知の埋蔵文化財包蔵地であり、『 上田市文化財分布図』 (1996年 7月 1日 上
田市教育委員会)記載の、「高田遺跡」と同一である。高田遺跡では、平成 2年度及び 5年
度の 2回 にわた り発掘調査を実施 しているため、今回は、高田遺跡第 3次発掘調査とした。
これに伴い、Ta― Ka― Daの「TKD」 と、第 3次発掘調査を表すローマ数字「Ⅲ」を組
合せた「TKDⅢ 」を、本遺跡の略記号 として使用 した。

調査にあたつては、バ ックホーにより表土剥を行い、その後の遺構検出・堀上作業を人
力により行つた。調査区域内には、3× 3mの メッシュを設定 し、遺構の測量。遺物の取上
げ等に利用 した。メッシュの設定は、平成 2年度の発掘調査に準じて行つた。この基準点
0の座標値は、X=42,444.000、 Y=-27,636.000(第 Ⅷ量系)、 標高461.555mで ある。

平成10年

第 3節 調 査 日誌

■月 4日 (水 ) 機材搬入、バ ックホーによる表土剥開始
H月 6日 (金) 表土剥終了、遺構検出及び堀上作業開始
11月 10日 (火) 基準点及びメッシュ設定作業
H月 16日 (月 ) 遺構堀上終了、遺構測量、機材撤収

以後、埋蔵文化財整理室において整理作業 を実施 し、平成■年 3月 25日 に

報告書の刊行 を行い、全ての発掘調査を終了 した。

第 二 章 環

第 1節  自然 的環境

長野県上田市大字小泉は上田市の南西部に位置 し、塩田地区と川西地区に三分される。
塩田地区が、盆地性で塩田平と呼ばれているのに対 し、川西地区は浦野川が形成 した谷平
野と室賀谷を中心として形成 される地区である。浦野川は、上田小県地方では依田川・神
川に次ぐ一級河川で、小県郡青木村の大明神岳(1,232m)、 ニツ石岳(1,535m)、 御鷹山 (1,

623m)、 大沢山(1,440m)、 子檀嶺岳 (1,223m)な どを源 とする相染川、宮渕川、滝川、田
沢川などを集めながら東北流 し、中流域で阿鳥川・室賀川が合流 し、下流域に至ってさら
に産川を合流 して上田市下之条で千曲川に注ぐ。上流域の青木村沓掛あた りで既に谷平野
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を形成 し始め、その幅は青木村中心部付近で約400m、 上田市浦野で約900m、 上田市吉田
で約 1,000mを はかる。また、河岸段丘 も良 く発達 し、中下流域では 2段 を認 めることが
できる。

今回の調査地は、浦野川が形成 した谷平野の最も幅の広い地帯で、浦野川が北寄 り山麓
沿いに流れ る谷平野中央部に位置す る。一帯は谷平野 といつても、西か ら東へ、また南か
ら北へ緩やかな傾斜 をな している。北側に長野県指定天然記金物岩鼻か ら三ツ頭山 (922m)
につ らなる城 山 (933m)の 山塊が屹立 して北風を遮 り、また南側 には塩 田平 と画する丘陵
状の小尾根が存在す るのみで、 日照 りは良好で温暖、その上、全国でも有数の寡雨地帯で
あるため、浦野川以外に水害の危険も少なく、自然災害は考えにくい安定 した生活環境で
あると言える。

高田遺跡は、この緩斜面の約7,000ポ にわたって広が り、標高は約450mを はかる。

第 2節 歴 史 的環 境

浦野川流域で発見 されたもつとも古い遺跡は、約 7,000年前の縄文時代早期後葉茅山式
期の上器 を出上 した、室賀谷の谷鬼 (や ぎ)遺跡である。縄文時代は、その後の全期を通 じ
て遺跡が確認 されているが、中期後後半に最 も増加 し、後晩期には減少する。高田遺跡の

北方約600mに 、平成元年に発掘調査を行つた縄文中期後半か ら後期前半にかけての 4件
の敷石住居址や 2基 の石棺墓などが検出された大道下遺跡があ り、西南西約 2.5kmlこ は昭
和55年 の発掘調査で縄文後期後葉加曽利 B式期から晩期中業大洞 C2式期の遺物を出上 し、
上田市内では数少ない該期遺跡の中でも良好な遺物を出上 した下前沖遺跡がある。

弥生時代の遺跡 としては、青木村 を含め十数の遺跡 を数 えるだけであ り、それ も後期後
葉箱清水式期の小遺跡が多い。高田遺跡の東北方約500mの琵琶塚遺跡は 1986・ 87年の 2ヶ
年にわた り発掘調査が行われ、23件の竪穴式住居址が検出された遺跡である。 1989年 に発

掘調査 された大道下遺跡か らも該期住居址が検出され、浦野川の右岸河岸段丘崖沿いの遺

跡の存在が確認 された。琵琶塚遺跡か らは、東海地方西部に中心をもつ S宇 日縁台付甕が

出上 してお り、弥生時代か ら古墳時代にかけての遺跡 としても重要である。また、北陸地
方の影響 を受けた上器 もかな りの量で出上 した。

古墳時代の遺跡は、古墳の数に比べて不明確な部分が多い。湮滅 したものも含め19基 を
教える古墳の うち、室賀谷の神宮寺古墳、青木村の塚穴古墳が調査 された。 ともに両袖式
の横穴式石室をもつが、前者は直線的な羽子板型石室で後者は胴張 りの石室を有する。特
に後者の副葬品には勾玉・切子玉・ガラス小玉・耳環等の装身具が出上 している。西北方約 5

00mの 和合将軍塚古墳は礫榔をもつ竪穴式石室 と推測 され、かつて鉄剣 2日 が出上 したと

伝える。北方約700mの 日向小泉には 日向小泉 1～ 5号墳な ど 6基 の円墳が存在 し、当地
区唯―の群集墳が存在 している。東北方約 1.5kmに は、畑化 して湮滅 した人幡山古墳があ
り、人物埴輸 。円筒埴輪が出土 している。 これ らの古墳は、ほとん どが古墳時代後期後葉
から終末期 (6世紀末～ 7世紀)に築造 された。

奈良。平安時代になると、この地域の集落数は急増 している。その理 由の一つに、水田

耕作の基盤が整備 されたためと考 えられ る。 8世紀には信濃国分寺。同尼寺が置かれ、東
山道 も保福寺峠越 えで、この谷平野を通つている。『 日本霊異記』に登場す る「跡 目郷」の
「他 田舎人蝦夷」は、信濃国造につながるものと考えられるが、塚穴古墳や勅 旨牧の一つの

塩原牧 との関係があつた と考えられ よう。川西地区は、『 和名類衆抄』の小県人郷の内の
「福 田郷」であ り、一部分「跡部郷」にも含まれ ると思われるが、東山道沿いのこの地は中央
の文物も入 りやす く、当時は開けた土地だつたろ う。古代末に比定 される小泉条里的遺構
はその名残であろ う。

1990年県営ほ場整備事業小泉地区に伴 う高田遺跡発掘調査 I(調査面積約3,000∬ )で は、
奈良時代か ら平安時代の竪穴式住居址47件 、土噴22基 、溝址7条 、掘立柱建物址14件 が検
出された。遺物は、土師器の杯 。皿・蓋。甕。甑、須恵器の杯 。皿 。蓋・壷・甕・瓶。鉢、灰釉陶器
の杯、布 目痕のある平瓦などが出上 している。

1998年 共同住宅建設 に伴 う高田遺跡発掘調査 Ⅱ (調査面積約920だ )は 、1990年 の発掘調
査地 より西へ約90mに位置 し、一連の遺跡 と考えられ、奈良時代か ら平安時代の竪穴住居
址4件 、土墳4基 、溝址4条 、ピッ ト71基が検出された。遺物は、土師器の杯・皿、須恵器の

杯 。皿・蓋などが検出され、溝址か らは86点 に及ぶ縄 日と布 目を有す平瓦・丸瓦が廃棄 され
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た状態で出上 したのが注 目される。

第 3節 遺跡の基本層序

『土層柱状図』

I層 耕作土
Ⅱ層 灰黄色 。重埴土
Ⅲ層 浅黄色・重埴土
Ⅳ層 明黄褐色。シルト質埴土
V層  暗灰黄色・軽埴土 (遺構検出面GL-53cm)

第二章  調査 の結果

第 1節 概 要

今回確認 された遺構は、竪穴住居跡 2軒・掘立柱建物跡 2棟・溝跡 5条・土墳 4基・ ピ

ッ ト31基である。

1 竪穴住居跡

竪穴住居跡は 2軒検出されたが、いずれ も北側が調査区域外 となったため、一部のみの

調査 となった。遺物の出土は非常に少なかった。
SB-01は 、西壁 中央部か ら南壁 を経て東壁 中央部まで周溝がめぐる。Pl・ 2が 、主柱

穴と思われる。火処は確認 されなかつた。遺物は、 3点 図示 した。その所産期は、平安時

代前期 と考えられる。
SB-02は 、南西隅以外は調査区域外 となつた。遺物は、1点 図示 した。

2 掘立柱建物跡

掘立柱建物跡は 2棟検出された。
ST-01は、北西側を撹乱により失つていた。 このため、規模等は不明である。遺物は 1

点図示 した。
ST-02は 、北側が調査区域外 となつた。規模等は不明であるが、SB-01を 切つている。

これは、第1次調査でも、数箇所で竪穴住居 を掘立柱建物が切つているため、関連性が想

起 される。

3 その他の遺構

溝跡は 5条確認 されたが、いずれ も自然遺構 と思われ る。
上墳は 4基 、ピッ トは31基検出されているが、配置や規格性に乏 しく、個々の遺構の性

格は不明である。なお、 P-01か ら出土 した土師器は、甑 として報告 した。 しか し、初見
の上器であるため類例の増加に期待 したい。

これまで、第 1～ 3次 まで高田遺跡は調査が行われているが、今回の調査が遺構・遺物

とも最も少ない出上であった。 このような状況か ら、今回の調査範囲は高田遺跡南側の縁

辺部に相当すると考えられる。
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第 2節 遺 構 実 測 図
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第 3節 遺 物 実 測 図
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離 血

酌 配
絶
顧

法  量 器 質 成形・形態 。文様ほか 整 形 ほ か

1号

軟 動

(1)

郷
　
無

13.0

4.0

5.0

1/5

胎;石英・礫鮒捌粕倉む

焼;良好

色;1/1・lN5/灰

(内)N5/灰

平底より外傾して立ち上

がり口脚 開く

lal犠脚こょる撫で

(内)機櫨とこよる撫で

1号

軟 動

(2)

イ
　
無

13.0

3.7

口縁部 1/6

胎源庚・礫・雅砂粒釣

焼:良好

色;(対M灰
(内)N5/灰

口縁部開く lal章閣敷こょる撫で

(内)穣櫨による撫で

1号

軟 醐

(3)

甕
　
鎌

18.8

5.2

口綱撃部■導郁

胎;狛央・操°中

焼;良好

色;(外)M灰
(内)101a6/3にぶい黄橙

口庖贈膨米厳 る

口帥 りを勝

lal犠櫨による撫で

(内)糖脚こよる撫で

2号

軟 曲

(4)

不
　
無

1.1

5.7

底部のみ

胎瀬漠環雲母・礫。雅〕粒釣

焼;不良

色ila12.5Y7/2灰 黄

(耐 2.5Y71灰白

聴 勢 )鱒

(内 撫で

1号

蜘

(5)

不

無

2.3

6.0

日夜癬部1/5

胎;礫・准働泣釣

焼;良舟
色;lalN4/灰

(内)N5/灰

平底 仰 鞠 こよる撫で

(内)軸繊による撫で

1号ピット

(6)

旨貿?

卸

6.4

13.0

齢

胎;石英・礫。粗砂粒含む

焼;良好

色;la17.51R6/6橙

lb110YR73にか 黄`橙

廓 lal撫で

(耐撫で

5号ピット

(7)

杯
　
鎌

2.0

5.4

廓 1/4

胎;れを礫・准砂粒釣

焼;良好

色;υp 101R5/1褐灰

(内 10YR5/1権恢

平底 俳 )機滅による撫で

(内)軸櫨とこよる撫で

翻

(8)

イ

無

1.1

7.0

底部のみ

胎;礫・雅砂粒釣

焼;良好

色;lalN7/灰 白

(内)W/灰白

平底 卿 穣置による撫で

底部回聴飽切り

(内 靱翻による撫で

翻

(9)

郷
　
徳

1.8

9.2

齢 1/4

胎;石英・礫。い

焼濠舞

色;la1loY6/1灰

(耐 10Y6/1灰

付高台 (如機械による撫で

(内機械による撫で

醐

(10)

蓋

無

1.9

脚

】含;傑
。判琵朔笠や報〕

焼娘舟

色;(外)N7灰
(内W灰

効 わ 鉛 械櫨による撫で

(内 軸誡による撫で

翻

(11)

観
壷
無

9.6

2.3

口褐撃部=導部

胎;礫囃砂潤倉む

焼;良舟

色;lalttr灰

(耐 7.5Y6/1灰

口療鶉駈印取りを麟 (め械繊による撫で

(内 )車閣醐こよる撫で

遺 物 観 察 表
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<写真図版 >

全景 (東 か ら) ST-02(南 から)

全景 (北西 か ら)

SB-01(西 か ら)

2(南か ら) 短頸壺
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